
授
業
研
究
（
国
語
科
） 

三
次
市
立
三
和
中
学
校 

山
中
す
み
れ 

    

〔
別
添
資
料
〕 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                     

（
改
訂
版
） 

 

十
一
人
の
主
張 

 

―
社
会
に
目
を
向
け
て
、 

自
分
が
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
で
主
張
し
よ
う
― 



                                                                       



     
 

 

〔 
 

番 

氏
名 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕 

【
は
じ
め
に
】 

 

学
校
や
日
々
の
生
活
の
中
で
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を
文
章
で
表
現
す
る
機
会
は
と
て
も
多
い
も
の
で
す
。
例 

え
ば
、
Ｓ
Ｈ
Ｒ
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
各
教
科
で
の
調
べ
学
習
や
課
題
発
見
・
解
決
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
発
表
す
る

と
き
に
、
発
表
用
の
原
稿
を
書
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
動
会
や
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
行
事
の
後
に
、

作
文
を
書
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
期
の
最
初
の
学
活
で
、
一
年
間
、
ま
た
は
、
学
期
ご
と
の
決
意
を

書
く
こ
と
も
あ
る
し
、
学
期
ご
と
の
振
り
返
り
を
書
く
時
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
国
語
の
授
業
以
外
で
も
、
文

章
を
書
く
機
会
は
多
い
の
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
、
文
章
を
書
く
時

に
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
書
い
て
い
る
の
か
を

意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

み
な
さ
ん

は
文
章
を
書
く
時
、
「
書
き
手
」
に
な
り
ま
す
。

文
章
を
書
け
ば
読
む
人
、
つ
ま
り
、
「
読
み

手
」
が
存
在
し
ま
す
。
文
章
を
書
く
時
、
み
な

さ
ん
は
「
書
き
手
」
と
し
て
、
「
読
み
手
」
に
、

自
分
の
考
え
や
思
い
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
文
章
で
「
伝
え
る
」
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。 

 

さ
て
教
室
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
原
稿
用
紙

を
目
の
前
に
し
て
、
こ
ん
な
と
ま
ど
い
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

「
ど
ん
な
資
料
を
使
っ
て
書
け
ば
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
。
」 

「
ど
う
い
う
構
成
で
書
け
ば
い
い
の
か
な
。
」 

「
書
き
た
い
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
ど
う
表
現

す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
」 

「
途
中
か
ら
何
を
書
い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
こ
を
ど
う
直
せ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
。
」 

 

文
章
を
書
く
時
に
は
、
ま
ず
、
読
み
手
と
目 

的
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
読
み
手
と
目
的
を
知
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
文
章
を
書
け
ば
良
い
の
か
を
考
え 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を
明
確
に
し
、
そ
の
根
拠
に
な
る
具
体
例
を
示
し
ま
す
。
読
み
手
に
自
分
の
意 

見
を
伝
え
る
の
に
、
ど
の
よ
う
な
構
成
に
す
れ
ば
良
い
の
か
、
具
体
例
を
ど
の
よ
う
に
引
用
す
れ
ば
良
い
の
か
を 

考
え
、
文
章
を
書
き
、
読
み
直
し
て
清
書
を
し
ま
す
。 

 

こ
の
時
、
私
た
ち
は
「
論
理
」
を
使
い
ま
す
。
「
論
理
」
は
、
文
章
を
書
く
時
だ
け
で
は
な
く
、
発
表
す
る
時 

も
読
む
時
も
使
い
ま
す
。 

 

で
は
、
「
論
理
」
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。 

   

十
一
人
の
主
張 

―
社
会
に
目
を
向
け
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
で
主
張
し
よ
う
― 

 

◎
読
み
手
と
目
的
を
知
る
。 

１ 

題
材
の
設
定
・
情
報
の
収
集
・
内
容
の
検
討 

２ 

構
成
の
検
討 

３ 

考
え
の
形
成
・
記
述 

４ 

推
敲 

 

（
文
章
を
書
く
時
の
過
程
） 



【
論
理
と
は
何
か
】 

  

さ
て
、
「
論
理
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
「
論
理
」
と
は
、
「
内
容
と
内
容
と
の
間
に
見
ら
れ
る
つ
な
が
り
」 

で
す
。
そ
し
て
、
「
意
見
と
理
由
・
事
実
」
「
原
因
と
結
果
」
「
順
序
」
「
一
般
と
具
体
」
「
全
体
と
部
分
」
の 

種
類
が
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
で
、
論
理
に
つ
い
て
例
文
を
も
と
に
説
明
し
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
普
段
か
ら
「
論
理
」
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  ⑤ 

夏
と
言
え
ば
花
火
だ
。
花
火
に
は
、
打
ち
上

げ
花
火
、
手
持
ち
花
火
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
、
線

香
花
火
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
る
。
中
で
も
、

線
香
花
火
は
、
江
戸
時
代
か
ら
作
ら
れ
て
い
る

日
本
の
伝
統
的
な
花
火
だ
。 

④ ａ 

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
ス
イ
カ
、
ゴ
ー
ヤ
。

こ
れ
ら
は
夏
の
野
菜
だ
。 

ｂ 

夏
の
野
菜
と
言
え
ば
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う 

り
、
ス
イ
カ
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
が
あ
る
。 

③ 

私
が
夏
を
好
き
な
理
由
は
二
つ
あ
る
。 

 
 

一
つ
目
は
、
海
や
プ
ー
ル
で
泳
げ
る
か
ら

だ
。
二
つ
目
は
、
青
空
が
広
が
り
、
太
陽
が
出

て
い
る
か
ら
だ
。 

② 

今
日
は
青
空
が
広
が
り
、
太
陽
が
出
て
い

る
。
こ
の
状
況
か
ら
、
天
気
が
良
い
と
言
え

る
。 

 

① 

私
は
夏
が
好
き
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
海
や
プ
ー

ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。 

 

上
の
文
章
は
、
「
花
火
」
と
い
う
大
ま
か
な
話
題
（
内 

容
）
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
「
線
香
花
火
」
に
注
目
し

て
い
ま
す
。
「
花
火
」
と
い
う
大
ま
か
な
内
容
と
「
線
香

花
火
」
と
い
う
細
か
い
・
詳
し
い
内
容
つ
な
が
り
を
「
全

体
と
部
分
」
の
論
理
と
言
い
ま
す
。 

 

上
の
文
章
は
、
ま
ず
、
ａ
の
文
は
、
野
菜
の
具
体
的
な

名
前
を
挙
げ
て
、
「
夏
の
野
菜
」
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

次
に
、
ｂ
は
「
夏
の
野
菜
」
と
ま
と
め
て
か
ら
、
野
菜

の
具
体
的
な
名
前
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

ａ
の
よ
う
な
「
ま
と
め
と
具
体
例
」
の
つ
な
が
り
、
ｂ

の
よ
う
な
「
具
体
例
と
ま
と
め
」
の
つ
な
が
り
を
、
「
一

般
と
具
体
」
の
論
理
と
言
い
ま
す
。 

 

上
の
文
章
は
、
「
夏
が
好
き
（
意
見
）
」
と
述
べ
て
、
そ

の
次
に
理
由
を
二
つ
挙
げ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
に
、
意
見
と
理
由
の
二
つ
の
事
柄
を
ど
の
よ

う
な
順
番
で
述
べ
る
か
と
い
う
「
事
柄
の
並
べ
方
」
に
よ

る
つ
な
が
り
を
「
順
序
」
の
論
理
と
言
い
ま
す
。 

 

上
の
文
章
は
、
最
初
の
一
文
で
天
気
の
状
況
を
述
べ
、
そ

こ
か
ら
「
天
気
が
良
い
」
と
い
う
結
果
を
導
い
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
最
初
の
一
文
は
、
「
天
気
が
良
い
」
と
い
う
結
果

を
導
く
（
原
因
）
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
こ
の
二
つ
の
文
は
、
原
因
と
結
果
の
つ
な
が
り
を

も
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
「
原
因
と
結
果
」

の
論
理
と
言
い
ま
す
。 

な
お
、
①
の
「
意
見
と
理
由
・
事
実
」
と
②
の
「
原
因 

と
結
果
」
の
論
理
は
、
文
章
の
種
類
や
内
容
に
よ
っ
て
ど
ち

ら
か
一
方
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

上
の
文
章
は
、
「
私
は
夏
が
好
き
（
意
見
）
」
「
海
や

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
（
理
由
）
」
と
い
う
つ
な
が

り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
意
見
と
理
由
の
つ
な

が
り
を
も
っ
て
い
る
も
の
を
「
意
見
と
理
由
・
事
実
」
の
論

理
と
言
い
ま
す
。 

 



 
で
は
こ
こ
で
、
論
理
の
種
類
と
意
味
・
具
体
例
を
表
で
ま
と
め
た
の
で
、
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

           

全
体
と
部
分 

一
般
と
具
体 

順
序 

原
因
と
結
果 

意
見
と
理
由
・
事
実 

論
理
の
種
類 

 

大
ま
か
な
点
と
詳
し
い
点
・
細
か
い
点
と
の
つ
な
が
り 

 

○
○
と
い
う
点
か
ら
△
△
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 
 

特
に
○
○
に
注
目
す
る
と
、
△
△
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ま
と
め
と
具
体
例
と
の
つ
な
が
り 

  
 

◇
は
△
△
で
あ
る
。
例
え
ば
、
○
○
や
□
□
が
あ
る
。 

 
 

○
○
と
い
う
例
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
◇
は
△
△
と
い
え
る
。 

 
 

○
○
で
あ
り
、
□
□
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
◇
は
△
△
だ
。 

 

事
柄
の
並
べ
方
に
よ
る
つ
な
が
り 

 

・
意
見
や
結
果
を
ど
こ
で
述
べ
る
か
を
表
す 

 
 

 

△
△
→
○
○
／
○
○
→
△
△
／
△
△
→
○
○
→
△
△ 

 ・
理
由
や
事
実
（
具
体
例
）
を
ど
の
順
序
で
述
べ
る
か
を
示
す 

 
 

 
 

□
□
→
○
○
／
○
○
→
□
□ 

 

原
因
と
結
果
に
よ
る
つ
な
が
り 

 
 
 

 

○
○
か
ら
△
△
に
な
る
。 

△
△
は
、
○
○
に
よ
る
。 

 

 

意
見
と
そ
の
意
見
と
を
裏
付
け
る
理
由
や
事
実
（
具
体
例
）
と
の
つ
な
が
り 

 

○
○
だ
か
ら
△
△
に
な
る
。 

○
○
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
△
△
だ
。 

 
論
理
の
意
味
・
具
体
例
（
△
△
＝
意
見
・
結
果 

 

○
□
◇
＝
具
体
例
） 



 

読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

 

☆
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
明
確
に
す
る
。 

 
 

 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
意
見
の
根
拠
と
し
て
ど
の
よ
う
な
資
料
を
集
め
た
ら
良
い
か
。
（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
ど
の
よ
う
な
具
体
例
が
あ
れ
ば
、
意
見
が
明
確
に
な
る
か
。 

 
 

 

（
一
般
と
具
体
） 

○
ど
の
部
分
に
注
目
す
れ
ば
、
意
見
が
明
確
に
な
る
か
。 

 
 

 
 

 

（
全
体
と
部
分
） 

 

読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

 

○
自
分
の
意
見
を
ど
の
型
（
頭
括
型
・
尾
括
型
・
双
括
型
）
で
述
べ
れ
ば
効
果
的

か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
順
序
） 

○
具
体
例
を
ど
の
よ
う
に
順
序
立
て
れ
ば
（
並
べ
れ
ば
）
効
果
的
か
。 
（
順
序
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

 

○
具
体
例
を
ど
の
よ
う
に
記
述
す
れ
ば
意
見
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
具
体
例
を
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
た
り
ま
と
め
た
り
し
て
引
用
す
れ
ば
効
果
的

か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
般
と
具
体
） 

○
注
目
し
た
部
分
を
ど
の
よ
う
に
引
用
す
れ
ば
効
果
的
か
。 

 

（
全
体
と
部
分
） 

 

☆
文
章
を
書
い
た
ら
（
読
み
手
の
視
点
に
立
っ
て
み
よ
う
） 

読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

☆
意
見
は
明
確
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
意
見
と
具
体
例
と
の
つ
な
が
り
は
適
切
か
。
（
ズ
レ
は
な
い
か
。
） 

 
 

 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
意
見
を
伝
え
る
の
に
適
切
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。 

 
 

（
順
序
） 

○
具
体
例
の
順
序
立
て
は
適
切
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
順
序
） 

○
引
用
し
た
具
体
例
は
意
見
に
対
し
て
効
果
的
か
。 

 
 

 
 

（
一
般
と
具
体
） 

○
注
目
し
た
部
分
は
意
見
に
対
し
て
効
果
的
か
。 

 
 

 
 

 

（
全
体
と
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
文
章
を
書
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
意
見
文
を 

例
に
し
て
、
「
書
く
こ
と
」
の
学
習
過
程
に
沿
っ
て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

図
１
『
論
理
と
考
え
る
視
点
』 

   
 

 

▽
ど
の
よ
う
な
人
が
読
む
の
か
。
（
相
手
意
識
） 

▽
書
く
目
的
は
何
か
。 

 
 
 

（
目
的
意
識
） 

 

 

                      

      

           

 

     相手意識・目的意識                                              相手意識・目的意識                  相手意識・目的意識                                 相手意識・目的意識 

１ 

題
材
の
設
定
・
情
報
の
収
集
・
内
容
の
検
討 

２ 

構
成
の
検
討 

３ 

考
え
の
形
成
・
記
述 

４ 

推
敲 

清 

書 

 

◎
読
み
手
と
目
的
を
知
る
。 

▽
考
え
よ
う
（
１
） 

 

意
見
の
根
拠
と
な

る
資
料
の
収
集
・
選

択
・
検
討
を
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
良
い
か

を
考
え
る
。 

▽
考
え
よ
う
（
２
） 

 

意
見
を
効
果
的
に

伝
え
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
構
成
に
す

れ
ば
良
い
か
を
考
え

る
。 

▽
考
え
よ
う
（
３
） 

 

意
見
を
明
確
に
伝

え
る
た
め
に
ど
の
よ

う
に
資
料
を
引
用
す

れ
ば
良
い
か
に
つ
い

て
考
え
る
。 

 

▽
意
見
文
を
書
い
て

み
よ
う 

 

こ
れ
ま
で
学
習
し

た
内
容
を
も
と
に
構

成
表
を
作
成
し
、
意

見
文
を
書
く
。 

▽
意
見
文
を
読
み
直 

そ
う 

  

下
書
き
し
た
意
見

文
を
も
と
に
、
ど
の

よ
う
に
推
敲
す
れ
ば

良
い
か
に
つ
い
て
考

え
、
清
書
す
る
。 

学
習
の
内
容 

 



「
考
え
る
視
点
」 

 

◎
読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

 

☆
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
明
確
に
す
る
。 

 
 
 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
意
見
の
根
拠
と
し
て
ど
の
よ
う
な
資
料
を
集
め
た
ら
良
い
か
。
（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
ど
の
よ
う
な
具
体
例
が
あ
れ
ば
、
意
見
が
明
確
に
な
る
か
。 

 
 
 

（
一
般
と
具
体
） 

○
ど
の
部
分
に
注
目
す
れ
ば
、
意
見
が
明
確
に
な
る
か
。 

 
 
 
 
 

（
全
体
と
部
分
） 

 
『
十
一
人
の
主
張
―
社
会
に
目
を
向
け
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
で
主
張
し
よ
う
―
』 

  

考
え
よ
う
（
１
）
題
材
の
設
定
・
情
報
の
収
集
・
内
容
の
検
討 

 

（
学
習
の
め
あ
て
）
意
見
の
根
拠
に
な
る
資
料
を
ど
の
よ
う
に
収
集
・
選
択
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
。 

 

◇
（
論
理
）
と
「
考
え
る
視
点
」 

             

☆
ミ
ワ
コ
さ
ん
と
ミ
ワ
オ
く
ん
は
、
三
和
川
中
学
校
の
三
年
生
で
す
。
二
人
は
、
三
年
生
全
員
に
よ
る
校
内
意
見

発
表
大
会
に
向
け
、
「
今
の
社
会
に
思
う
こ
と
」
に
つ
い
て
、
四
百
字
程
度
の
意
見
文
を
書
き
ま
す
。
二
人
は
、

高
齢
者
に
関
わ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
意
見
文
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 

 

 

ミ
ワ
コ
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミ
ワ
オ
く
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最近の新聞で，世帯数の将来推計に関する

記事が出ていたわ。これからは，高齢者の一

人暮らしが増えて，社会的な孤立が問題にな

るかもしれない。だから，高齢者の孤立問題

について意見文を書こうと思う。 

曾祖母が，よくサロンでの出来事を話して

くれるから，それを取り上げて書こうかな。

でも，それだけじゃ足りないから，サロンに

関する記事を探してみよう。 

 

おじいちゃんといつも話しているこ

とを書こうかな。 

…たとえば…そうだなあ。おじいちゃ

んの運転かなあ。おじいちゃんの運転

が危ないときがあるんだよね。 

 だけど、労働問題や福祉についても 

気になるな…。 

 
 

高
齢
者
に
関
わ
る
テ
ー
マ 

  
 

・
高
齢
化
社
会 

 
 

・
孤
立 

 
 

・
労
働 

 
 

・
年
金 

 
 

・
福
祉
・
医
療 

 
 

・
健
康
寿
命 

 
 

・
自
動
車
運
転 

 
 



☆
高
齢
者
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
意
見
文
を
書
く
の
で
、
ミ
ワ
コ
さ
ん
は
曾
祖
母
に
、
ミ
ワ
オ
く
ん
は
祖
父
に
話
を

聞
き
、
そ
れ
を
具
体
例
に
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

            

☆
メ
モ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
二
人
は
、
高
齢
者
に
関
連
す
る
新
聞
記
事
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
。 

                                 
 
 
 
 

資
料
Ⅱ 

中
国
新
聞
（
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
日
付
） 

 

☆ 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た
都 

道
府
県
別
「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
」
に
関
連 

し
た
記
事 

※
Ａ
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
取
組
を
紹
介 

 
 
 
 
 

  

資
料
Ⅰ 

 
 

統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 
 

（
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
公
表 

図
３
） 

 

☆ 

一
九
五
〇
～
二
〇
一
八
年
（
十
月
一
日
現
在
）
の 

年
齢
区
分
別
人
口
の
割
合
の
推
移
の
グ
ラ
フ 

  
 
 

  

 

資
料
Ⅳ 

 
 

中
国
新
聞
（
令
和
元
年
五
月
十
四
日
付
） 

 
 

☆ 

国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
に
よ
る
公
道
で
の
自
動 

運
転
実
証
実
験
の
記
事 

※
二
〇
二
〇
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
中
型
バ
ス
の 

自
動
運
転
実
験
を
説
明 

     

資
料
Ⅴ 

 
 

中
国
新
聞
（
令
和
元
年
五
月
十
六
日
付
） 

 
 

☆ 

政
府
が
七
十
歳
ま
で
働
く
機
会
の
確
保
を
企
業
の 

 
 

努
力
義
務
と
す
る
方
針
を
固
め
た
こ
と
に
つ
い
て 

説
明 

   

（
ミ
ワ
コ
さ
ん
の
メ
モ
） 

 

☆ 

曾
祖
母
の
話 

 
 

ア 

サ
ロ
ン
が
楽
し
い 

 
 

イ 

友
達
が
で
き
た 

 
 

ウ 

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
し
た
い 

 
 

エ 

サ
ロ
ン
で
の
活
動
で
、
絵
手
紙
や
俳
句
に
興
味
を

も
っ
た 

 
 

オ 

体
を
動
か
す
活
動
も
し
た
い 

 
 

カ 

サ
ロ
ン
に
来
た
く
て
も
来
ら
れ
な
い
人
も
い
る 

（
ミ
ワ
オ
く
ん
の
メ
モ
） 

☆
祖
父
の
話 

 
 

ａ 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
友
達
が
免
許
を
返
し
た 

 
 

ｂ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

し
、
優
勝
し
た 

 
 

ｃ 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
運
転
が
心
配 

 
 

ｄ 

運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
外
出
が
心
配 

 
 

ｅ 

畑
の
そ
ば
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
の
で
困
る 

 
 
 
 
 

資
料
Ⅲ 

中
国
新
聞
（
令
和
元
年
五
月
三
日
付
） 

  

☆ 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
九
日
の
全
国
イ
ベ
ン
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
お
け
る
三
次
市
の
参
加
率
に

つ
い
て
の
記
事 

 
 

※
Ｂ
市
で
の
取
組
を
紹
介 

 
 
 
 

 

 

資
料
Ⅵ 

 
 

中
国
新
聞
（
令
和
元
年
六
月
十
一
日
付
） 

 
 
 ☆ 

政
府
が
検
討
し
て
い
る
高
齢
者
免
許
制
度
の
創
設
に 

つ
い
て
説
明 

   



〈
ミ
ワ
コ
さ
ん
の
場
合
〉 

       
 

      

〈
ミ
ワ
オ
く
ん
の
場
合
〉 

                    

③ ① 

④ ② 

【
考
え
て
み
よ
う
１
】 

  
 

① 

ミ
ワ
コ
さ
ん
は
、
何
の
論
理
を
使
っ
て
意
見
の
根
拠
に
な
る
資
料
を
選
択
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ミ
ワ
コ 

さ
ん
の
意
見
や
会
話
を
も
と
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

② 

な
ぜ
、
ミ
ワ
コ
さ
ん
は
、
資
料
Ⅱ
・
Ⅳ
を
使
う
こ
と
に
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

③ 

ミ
ワ
オ
く
ん
は
ど
の
資
料
を
選
択
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。
資
料
Ⅰ
～
Ⅵ
か
ら
選
択
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

④ 

な
ぜ
、
③
の
資
料
を
選
択
す
る
の
が
良
い
と
思
っ
た
の
で
す
か
。
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 
私
は
、
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
の
充
実
と
移
動
手

段
の
確
保
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

曾
祖
母
が
、
サ
ロ
ン
に
行
く
と
、
友
達
が
増
え
た
し
、
趣
味
も
で
き

た
か
ら
楽
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

で
も
、
サ
ロ
ン
に
行
き
た
く
て
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
い
る

ら
し
い
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
書
き
た
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
資
料

は
、
「
曾
祖
母
の
話
」
「
資
料
Ⅱ
」
「
資
料
Ⅳ
」
に
し
ま
す
。 

  

僕
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
番
話
題
に
な
っ
た
「
高
齢
者
の
運
転
に

関
す
る
問
題
」
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
運
転
も
危
な
い
と
感
じ
る
と
き
も
あ
る
し
。 

 

最
近
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
事
故
も
多
い
し
。 

 

た
だ
、
ま
だ
意
見
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
ま
ず
は
資
料
を
集
め

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 



 

「
考
え
る
視
点
」 

 

◎
読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

○
自
分
の
意
見
を
ど
の
型
（
頭
括
型
・
尾
括
型
・
双
括
型
）
で
述
べ
れ
ば
効
果
的
か
。 

（
順
序
） 

○
具
体
例
を
ど
の
よ
う
に
順
序
立
て
れ
ば
（
並
べ
れ
ば
）
効
果
的
か
。 

 
 
 
 
 
 

（
順
序
） 

 

『
十
一
人
の
主
張
―
社
会
に
目
を
向
け
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
で
主
張
し
よ
う
―
』 

 

 

考
え
よ
う
（
２
）
構
成
の
検
討 

 

（
学
習
の
め
あ
て
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
の
特
長
を
知
り
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
の
に
効
果
的
な
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
。 

 

◇
（
論
理
）
と
「
考
え
る
視
点
」 

   
 

      

☆
ミ
ワ
コ
さ
ん
と
ミ
ワ
オ
く
ん
は
、
文
章
例
を
も
と
に
三
つ
の
型
の
良
さ
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 

    
 

 
 

           
 

   
 

 
 

      

    

 

  

 

  

 

 

  

【
考
え
て
み
よ
う
２
】 

 
 

 ① 

文
章
例
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
書
き 

 

手
の
意
見
に
あ
た
る
段
落 

 

を
□
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

② 

三
つ
の
型
を
次
の
視
点

で
比
較
し
ま
し
ょ
う
。 

   

ア 

意
見
の
伝
わ
り
方 

  

  

イ 

全
体
の
つ
な
が
り 

（
論
理
の
展
開
） 

  

ウ 

引
用
や
表
現
の
工
夫 

 
  

 
 

意
見 

 
 

意
見 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 
 

意
見 

具
体
例 

 

具
体
例 

 
 

意
見 

 

Ａ
頭
括
型 

 

Ｂ
尾
括
型 

  

Ｃ
双
括
型 



  
 

〔
文
章
例
Ａ 

頭
括
型
〕 

  

自
動
運
転
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
必
要
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
安
全
面
に
不
安
が
あ
る
の
で
、

ま
だ
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 

 
 

自
動
運
転
の
バ
ス
は
、
人
件
費
が
抑
え
ら
れ
て
路
線
を
維
持
し
や
す
く
な
る
点
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
に
つ
な
が
る
点
で
は
、
必
要
性
を
感
じ
る
。 

現
在
、
高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、
免
許
返
納
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
免
許
を
返
納

す
れ
ば
、
移
動
手
段
が
な
く
な
る
可
能
性
も
高
い
。
だ
か
ら
、
自
動
運
転
の
乗
り
物
が
実
現
す
れ
ば
、
移
動
の

不
便
さ
も
改
善
さ
れ
る
。 

 
 

し
か
し
、
安
全
面
に
不
安
が
残
る
。
先
月
も
無
人
運
転
の
電
車
が
逆
走
す
る
事
故
が
起
き
た
。
こ
の
事
故
が

起
き
た
時
、
「
逆
走
は
想
定
外
」
で
あ
り
、
原
因
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
無
人
で
あ
る
と
、
装
置
に
異
常

が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
安
全
面
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

の
か
、
も
う
一
度
シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

    

〔
文
章
例
Ｂ 

尾
括
型
〕 

  

現
在
、
自
動
運
転
の
実
現
に
向
け
て
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
新
聞
に
、
あ
る
都
市
で
行
わ
れ
た
実
証
実
験

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
訪
日
外
国
人
が
、
日
本
の
複
雑
な
交
通
手
段
を
使
い
や
す
く
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
開
発
だ
と
い
う
。
訪
日
外
国
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
自
動
運
転
と
い
う
「
次
世
代
交
通
シ
ス
テ
ム
」

は
必
要
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
安
全
面
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
先
日
、
無
人
運
転
の
電
車
が
逆
走
し
、
十
五
名
が
怪
我
を
す
る
事
故

が
起
き
て
い
る
。
記
事
に
よ
る
と
、
「
前
兆
が
な
く
、
逆
走
は
想
定
外
」
で
あ
り
、
原
因
も
ま
だ
わ
か
っ
て
い

な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
る
と
、
本
当
に
無
人
運
転
（
自
動
運
転
）
が
実
現
し
て
も
大
丈
夫
な

の
だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
に
思
う
。 

実
験
で
は
、
運
転
手
を
同
乗
さ
せ
、
ル
ー
ト
上
に
警
備
員
も
配
置
さ
せ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
い
つ
か
は
無

人
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
、
乗
っ
た
人
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
安

全
面
を
中
心
に
、
時
間
を
か
け
て
実
験
を
し
、
実
現
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。 

    

〔
文
章
例
Ｃ 

双
括
型
〕 

  

私
は
、
自
動
運
転
に
つ
い
て
、
も
っ
と
慎
重
に
議
論
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

新
聞
に
よ
る
と
、
自
動
運
転
規
定
の
改
正
道
交
法
が
成
立
し
た
と
あ
る
。
自
動
運
転
の
技
術
レ
ベ
ル
に
よ
っ

て
五
段
階
に
分
け
ら
れ
、
レ
ベ
ル
３
の
運
転
中
は
、
条
件
に
よ
っ
て
携
帯
電
話
の
使
用
や
テ
レ
ビ
の
視
聴
が
可

能
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
最
近
、
無
人
運
転
を
し
て
い
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
が
逆
走
し
、
重
軽
傷
者
が
出

た
事
故
が
起
き
た
ば
か
り
で
あ
る
。
記
事
に
よ
る
と
、
逆
走
は
「
想
定
外
」
で
あ
り
、
原
因
も
分
か
っ
て
い
な

い
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
な
想
定
外
の
こ
と
は
、
自
動
車
で
も
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
、
携
帯
電
話
を
し
た
り
テ
レ

ビ
を
視
聴
し
た
り
し
て
い
る
と
き
に
、
「
想
定
外
」
が
起
こ
っ
た
ら
ど
う
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
、

「
想
定
外
」
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
便
利
さ
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
想
定
外
に
対
応
す

る
方
法
を
考
え
る
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。 

   



☆
ミ
ワ
コ
さ
ん
は
、
前
の
時
間
に
収
集
し
た
資
料
を
構
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

Ａ 

頭
括
型 

 
 

 
  

ミ
ワ
コ
さ
ん
の
場
合 

 

自
分
の
意
見 

 
 
 

具
体
例
１ 

曾
祖
母
の
話 

 
 
 

具
体
例
２ 

新
聞
記
事
Ⅱ 

 
 
 

具
体
例
３ 

新
聞
記
事
Ⅳ 

 
 
 

 

Ｂ 

尾
括
型 

   
 

 

ミ
ワ
コ
さ
ん
の
場
合 

  
 
 

具
体
例
１ 

曾
祖
母
の
話 

 
 
 

具
体
例
２ 

新
聞
記
事
Ⅱ 

 
 
 

具
体
例
３ 

新
聞
記
事
Ⅳ 

 
 
 

自
分
の
意
見 

  

Ｃ 

双
括
型 

  
 

 

ミ
ワ
コ
さ
ん
の
場
合 

 
 

自
分
の
意
見 

 
 
 

具
体
例
１ 

曾
祖
母
の
話 

 
 
 

具
体
例
２ 

新
聞
記
事
Ⅱ 

 
 
 

具
体
例
３ 

新
聞
記
事
Ⅳ 

 
 
 

自
分
の
意
見
（
ま
と
め
） 

 
 

   

②
具
体
例
の
順
序
立
て
の
理
由 

  

曾
祖
母
の
話
か
ら
、
サ
ロ
ン
の
充
実
、

移
動
手
段
の
確
保
の
順
番
に
す
る
と
、
全

体
的
に
ま
と
ま
る
と
思
う
か
ら
。 

  

 

１ 

意
見
「
サ
ロ
ン
の
充
実
」
「
移
動

手
段
の
確
保
」
は
曾
祖
母
の
話
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
か
ら
。 

   

２ 

サ
ロ
ン
の
充
実
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

か
ら
。 

   

３ 

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
か
ら
。 

①
具
体
例
の
順
序 

  

１ 

曾
祖
母
の
話 

  

２ 

資
料
Ⅱ 

（
Ａ
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
） 

 
３ 
中
型
バ
ス
の
自
動
運
転
の
実
証 

 

実
験 

 

 

      

 

  
 

意
見 

 
 

 

意
見 

 
 

意
見 

 
 

意
見 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

  

意
見 

 

高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
の
充
実
と
移
動
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。 

具
体
例
の
順
番
は
、 

○ 
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
話 

○ 

資
料
Ⅱ
「
『
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
』
の
公
表
に
関
す
る
記
事
」 

○ 

資
料
Ⅳ
「
自
動
運
転
実
証
実
験
に
関
す
る
記
事
」
の
順
番
に
し
ま
す
。 

自
分
の
「
サ
ロ
ン
の
充
実
」
と
「
移
動
手
段
の
確
保
」
の
意
見
は
、
曾
祖
母
と
の
話

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
か
ら
、
曾
祖
母
の
話
を
最
初
に
使
い
ま
す
。
そ
し
て
、
サ
ロ
ン
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
参
考
に
な
る
例
、
移
動
手
段
の
確
保
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
例
、
と
い

う
順
番
に
す
る
と
、
全
体
的
に
も
ま
と
ま
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 



☆
ミ
ワ
オ
く
ん
は
、
高
齢
者
の
運
転
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
読
み
、
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

             

Ａ 

頭
括
型 

 
 

 

ミ
ワ
オ
く
ん
の
場
合 

   
 
 

 
 
 

    

Ｂ 

尾
括
型 

   

ミ
ワ
オ
く
ん
の
場
合 

  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

   

Ｃ 

双
括
型 

  
 

ミ
ワ
オ
く
ん
の
場
合 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

②
具
体
例
の
順
序
立
て
の
理
由 

 

 

①
具
体
例
の
順
序 

  
 

 

 

      

 

  
 

意
見 

 
 

意
見 

 
 

意
見 

 
 

意
見 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 

 

具
体
例 

 

具
体
例 

 
 

 

意
見 

 

高
齢
者
が
安
心
し
て
運
転
し
た
り
移
動
し
た
り
す
る
た
め
の
制
度
を
整
え
て
い
く 

こ
と
が
大
切
だ
。 

【
考
え
て
み
よ
う
３
】 

 

▽
ミ
ワ
オ
く
ん
の
意
見
を
も
と
に
し
て
、 

 
 

① 

【
考
え
て
み
よ
う
１
】
で
選
ん
だ
ミ
ワ
オ
く
ん
の
資
料
を
使
っ
て
、
具
体
例
を
順
序
立
て
ま
し
ょ
う
。 

 
 

② 

な
ぜ
、
①
の
よ
う
に
具
体
例
を
順
序
立
て
た
の
か
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

③ 

ミ
ワ
コ
さ
ん
の
場
合
を
参
考
に
し
て
、
ミ
ワ
オ
く
ん
の
意
見
文
の
構
成
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 



「
考
え
る
視
点
」 

 

◎
読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

 

○
具
体
例
を
ど
の
よ
う
に
記
述
す
れ
ば
意
見
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 
 

 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
具
体
例
を
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
た
り
ま
と
め
た
り
し
て
引
用
す
れ
ば
効
果
的
か
。 

 
 

 
 

 

（
一
般
と
具
体
） 

○
注
目
し
た
部
分
を
ど
の
よ
う
に
引
用
す
れ
ば
効
果
的
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
全
体
と
部
分
） 

 

『
十
一
人
の
主
張
―
社
会
に
目
を
向
け
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
で
主
張
し
よ
う
―
』 

 
（
学
習
の
め
あ
て
）
ど
の
よ
う
に
資
料
を
引
用
す
れ
ば
自
分
の
意
見
が
明
確
に
な
る
の
か
を
考
え
る
。 

 

考
え
よ
う
（
３
）
考
え
の
形
成
／
意
見
文
を
書
い
て
み
よ
う
・
記
述 

 

◇
（
論
理
）
と
「
考
え
る
視
点
」 

          

☆
ミ
ワ
コ
さ
ん
と
ミ
ワ
オ
く
ん
は
、
具
体
例
の
引
用
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
、
構
成
表
を
作
成
し
ま
し
た
。 

         

 

 

〈
ミ
ワ
コ
さ
ん
の
構
成
表
〉 

 
 

意
見 

高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
の
充
実
と
移
動
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

（
具
体
例
） 

１ 

曾
祖
母
の
話 

 
 

 
 

 
 

 

・
サ
ロ
ン
が
楽
し
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽
し
い
理
由 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
友
達
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
し
た
い
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

具
体
例
２ 

 

・
サ
ロ
ン
で
の
活
動
で
、
絵
手
紙
や
俳
句
の
趣
味
を
も
っ
た
。 

 

・
今
度
は
、
体
を
動
か
す
活
動
を
し
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
サ
ロ
ン
に
来
た
い
け
ど
来
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。 

具
体
例
③ 

 
 
 
 

  

 
 

 
 

 
 

 

具
体
例
２ 

サ
ロ
ン
の
取
組 

Ａ
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
→
サ
ロ
ン
の
充
実
の
ヒ
ン
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

   

具
体
例
③ 

サ
ロ
ン
に
来
た
い
け
ど
、
来
ら
れ
な
い
人
が
い
る
→
移
動
手
段
の
ヒ
ン
ト 

        

しかし 

 

資
料
Ⅱ
中
国
新
聞
（
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
日
付
） 

 
 

日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
（
Ａ
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
取
組
） 

  

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
具
体
的
な
取
組
内
容
・
高
齢
者
に
と
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が

ど
う
い
う
存
在
か
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
部
分
に
―
線
を
引
い
て
い
る
。 

 

資
料
Ⅳ
中
国
新
聞
（
令
和
元
年
五
月
十
四
日
付
） 

 
 

中
型
バ
ス
の
自
動
運
転
の
実
証
実
験 

  

※
自
動
運
転
が
実
現
し
た
と
き
の
効
果
が
書
い
て
あ
る
部
分
に
―
線
を
引
い
て
い
る
。 

  

 

ま
と
め
る 

【
考
え
て
み
よ
う
４
】 

① 

ミ
ワ
コ
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
を
使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
□
○ア
～
○ウ
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

② 

〈
ミ
ワ
コ
さ
ん
の
構
成
表
〉
と
比
較
し
て
、
ミ
ワ
オ
く
ん
の
引
用
の
仕
方
で
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 

③ 

ミ
ワ
コ
さ
ん
に
な
ら
っ
て
、
ミ
ワ
オ
く
ん
の
構
成
表
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 
 

○イ
使
わ
れ
て 

い
る
論
理 ○ウ

使
わ
れ
て 

い
る
論
理 

 

○ア
使
わ
れ
て 

い
る
論
理 

注目！ 



 
〈
ミ
ワ
オ
く
ん
の
構
成
表
〉 

    
 

  
 

 
 

 お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話 

 
 

 
  
 

①
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
友
達
が
免
許
を
返
納
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
た
。
（
優
勝
し
た
） 

  
 

 
 

 

③
運
転
が
心
配
。 

  
 

 
 

 

④
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
外
出
の
と
き
心
配
。 

  
 

 
 

 

⑤
畑
の
そ
ば
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
困
る
。 

   
 

 

具
体
例 

   
 

       

 
 

具
体
例 

           
 

 

具
体
例 

                  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
Ⅳ 

中
国
新
聞
（
令
和
元
年
五
月
十
四
日
付
） 

 
 

☆
中
型
バ
ス
の
自
動
運
転
の
実
証
実
験
に
関
す
る
記
事 

 

 
 

・
自
動
運
転
の
実
証
実
験
の
内
容
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
段
落
を
大
ま
か
に 

囲
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 

 
 

資
料
Ⅵ 

中
国
新
聞
（
令
和
元
年
六
月
十
一
日
付
） 

 
 

☆
政
府
が
検
討
し
て
い
る
高
齢
者
免
許
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
の
説
明 

  
 

 

・
「
限
定
条
件
付
き
免
許
」
の
導
入
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を
大
ま
か 

 
 

 
 

に
囲
っ
て
い
る
。 

   

○
意
見 
高
齢
者
が
安
心
し
て
運
転
し
た
り
移
動
し
た
り
す
る
た
め
の
制
度
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。 

 
 

資
料
Ⅰ 

統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
日
公
表
） 

 

☆
一
九
五
〇
～
二
〇
一
八
年
の
年
齢
区
分
別
人
口
の
割
合
の
推
移
グ
ラ
フ 

  

 

 
 〈

ま
と
め
る
と
き
の
視
点
〉 

  

○
意
見
の
根
拠
と
し
て
、

具
体
例
は
適
切
か
。 

  

○
具
体
例
の
中
で
、
関
連

性
の
あ
る
も
の
は
な
い

か
。
ま
と
め
る
こ
と
が

で

き

る

も

の

は

な

い

か
。 

  

○
注
目
し
て
い
る
部
分

は
、
引
用
す
る
の
に
適

切
か
。 

 



〈
あ
な
た
の
構
成
表
〉 

       

型
（ 

 
 

 
 

型
） 

 

〔
文
章
構
成
〕 

                                       

 
（
テ
ー
マ
）
・
自
分
の
意
見 

 
 

 

 

☆
意
見
文
を
書
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

意
見
文
は
、
相
手
を
納
得
さ
せ
る
よ

う
な
、
説
得
力
の
あ
る
文
章
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。 

 
 

だ
か
ら
、
自
分
の
意
見
を
明
確
に
も

ち
、
そ
の
意
見
の
根
拠
に
な
る
具
体
例

を
挙
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

  

（
考
え
る
視
点
） 

  

☆
意
見
と
理
由
・
事
実 

 
 

・
自
分
の
意
見
が
明
確
か
。 

  

☆
一
般
と
具
体 

 
 

・
具
体
例
が
意
見
に
対
す
る
理
由
や

事
実
に
な
っ
て
い
る
か
。 

 
 

☆
全
体
と
部
分 

 
 

・
注
目
し
た
部
分
の
引
用
が
相
手
を

納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。 

 

（
記
述
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
） 

  

○
制
限
字
数
の
考
え
方 

 
 

・
～
以
内
（
八
割
～
九
割
以
上
） 

 
 

 

四
百
字
以
内 

 
 

 
 

三
百
二
十
～
三
百
六
十
字
以
上 

 
 

 

・
～
程
度
（
九
割
～
十
一
割
） 

 
 

 

四
百
字
程
度 

 
 

 
 

三
百
六
十
～
四
百
四
十
字 
 

 
 

・
制
限
字
数
を
超
え
な
い
よ
う
に
！ 

  

○
一
文
を
適
切
な
長
さ
に
す
る
。 

 
 

・
四
十
～
五
十
字
。
最
大
で
も
八
十

字
程
度 

 
 
 
 
 

 

○
文
末
は
常
体
（
～
だ
・
～
で
あ
る
） 

 
 

に
す
る
。 

  

○
自
分
の
意
見
と
区
別
す
る
た
め
に
、 

 
 

新
聞
記
事
か
ら
引
用
す
る
と
き
は
、 

 
 

「 

」
を
使
う
。 

   



「
考
え
る
視
点
」 

 

◎
読
み
手
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
た
め
に 

 

☆
意
見
は
明
確
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
意
見
と
具
体
例
と
の
つ
な
が
り
は
適
切
か
。
（
ズ
レ
は
な
い
か
。
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
意
見
と
理
由
・
事
実
） 

○
意
見
を
伝
え
る
の
に
適
切
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
順
序
） 

○
具
体
例
の
順
序
立
て
は
適
切
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
順
序
） 

○
引
用
し
た
具
体
例
は
意
見
に
対
し
て
効
果
的
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
般
と
具
体
） 

○
注
目
し
た
部
分
は
意
見
に
対
し
て
効
果
的
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
全
体
と
部
分
） 

 

 

『
十
一
人
の
主
張
―
社
会
に
目
を
向
け
て
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を
意
見
文
主
張
し
よ
う
―
』 

 

 
 

意
見
文
を
読
み
直
そ
う
・
推
敲 

 

（
学
習
の
め
あ
て
）
自
分
の
意
見
と
具
体
例
の
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
文
章
を
整
え
る
。 

 

◇
（
論
理
）
と
「
考
え
る
視
点
」 

                                 

※
参
考
ペ
ー
ジ 

【
読
も
う
・
や
っ
て
み
よ
う
】 

教
科
書
（
光
村
図
書 

国
語
３
）
一
二
三
ペ
ー
ジ
『
書
く 

練
習 

推
敲
し
て
文
章
を
整
え
る
』 

     

推
敲
と
は
、 

・
漢
字
の
間
違
い
が
な
い
か 

・
言
葉
の
使
い
方
に
間
違
い
が
な
い
か 

・
文
末
は
統
一
さ
れ
て
い
る
か 

 
 

※
「
だ
・
で
あ
る
」
と
「
で
す
・
ま
す
」
が
混
在
し
て
い
な
い
か 

・
制
限
字
数
内
で
書
い
て
い
る
か 

な
ど
、
言
葉
に
関
す
る
見
直
し
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は 

い
ま
せ
ん
か
？ 

 

け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
に
推
敲
で
大
切
な
の
は
、
内
容
の
見
直
し 

で
す
。 

○
自
分
の
意
見
と
具
体
例
は
つ
な
が
っ
て
い
る
か 

○
文
章
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一
貫
性
が
あ
る
か 

 

な
ど
、
論
理
を
使
っ
て
、
内
容
の
見
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。 



      
 

 

☆
ミ
ワ
コ
さ
ん
は
、
下
書
き
を
次
の
よ
う
に
推
敲
し
ま
し
た
。 

 〈
ミ
ワ
コ
さ
ん
の
推
敲
〉 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

私
の
曾
祖
母
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
活
動
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
っ
か
け
で
趣
味
が
増
え
、
友
達
が
で
き
た
の
で
楽
し
い
と
言
っ 

  

て
い
る
。
け
れ
ど
、
も
っ
と
他
の
活
動
が
で
き
れ
ば
来
る
人
も
増 

 

え
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
言
う
。
そ
し
て
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た 

 

く
て
も
、
移
動
手
段
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
ら
し
い
。 

 

私
は
、
曾
祖
母
の
話
を
聞
い
て
、
サ
ロ
ン
は
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ 

 

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と
思
っ
た
。 

 

Ａ
市
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
カ
フ
ェ
で
は
週
六 

 

日
、
囲
碁
や
体
操
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催 

 

し
て
お
り
、
地
域
で
の
居
場
所
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
私
も 

 

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
は
、
サ
ロ
ン
活
動
の
充
実
の
ヒ 

 

ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

カ
フ
ェ
の
よ
う
に
、
文
化
的
な
も
の
の
他
に
、
運
動
で
き
る
も 

 

の
を
活
動
に
取
り
入
れ
れ
ば
、
活
動
の
幅
も
増
え
る
。 

 

ま
た
、
来
年
、
中
型
バ
ス
の
自
動
運
転
実
験
が
行
わ
れ
る
と
い 

 う
。
こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
な 

 

が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自
動
運
転
が
実
現
す
る
こ
と
で
、
移
動 

 

が
難
し
い
人
が
、
サ
ロ
ン
へ
来
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。 

 

自
動
運
転
は
実
現
す
る
と
す
ご
い
と
思
う
。
私
の
地
域
も
バ
ス

 
 

や
電
車
の
数
が
少
な
い
の
で
、
実
現
す
れ
ば
多
い
に
利
用
し
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
ロ
ン
の
充
実
と
移
動
手
段
の
確
保
が
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ 

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容
の
充
実
や
自
動
運
転
に 

  

こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
開
発
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。 

向
け
て
の
開
発
を
し
て
欲
し
い
。 

 

                          

 

                                 

 

「
私
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」
の
部
分

は
、
Ａ
市
の
カ
フ
ェ
に
関
す
る
感
想
で
す
。
だ

か
ら
、
意
見
文
に
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
、
削

除
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
二
文
は
意
見
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
の

で
、
削
除
し
ま
し
た
。 

 
 

曾
祖
母
の
話
を
聞
き
、
サ
ロ
ン
の
充
実
が
、

高
齢
者
の
孤
立
解
消
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
話
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
自
分

の
意
見
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
い
、
一
文
を

加
え
ま
し
た
。 

私
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン 

 

の
活
動
内
容
の
充
実
や
移
動
手
段
の
確
保
が
大
切
だ
と
考
え
る
。 

 
【
考
え
て
み
よ
う
５
】 

  
① 
ミ
ワ
コ
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
を
使
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
□
○ア
～
○ウ
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

② 
ミ
ワ
コ
さ
ん
と
ミ
ワ
オ
く
ん
の
推
敲
を
比
較
し
て
、
ミ
ワ
オ
く
ん
が
推
敲
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

③ 

ミ
ワ
コ
さ
ん
に
な
ら
っ
て
、
ミ
ワ
オ
く
ん
の
下
書
き
の
推
敲
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

「
こ
れ
は
～
な
い
だ
ろ
う
か
」
は
、
Ａ
市
の

例
を
受
け
て
の
ま
と
め
の
一
文
な
の
で
、
こ
の

位
置
で
は
よ
く
な
い
と
思
い
、
移
動
さ
せ
ま

す
。 

 
 

最
後
の
一
文
は
意
見
が
明
確
で
は
な
い
の

で
、
書
き
直
し
ま
す
。 

○ウ
使
わ
れ
て 

い
る
論
理 

○ア
使
わ
れ
て 

い
る
論
理 

○イ
使
わ
れ
て 

い
る
論
理 



〈
ミ
ワ
オ
く
ん
の
推
敲
〉 

     
 

 

祖
父 

 
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
運
転
は
危
な
い
。 

 

最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
高
齢 

 
 

 

化
が
進
む
中
で
、
高
齢
の
運
転
者
が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。
だ
か 

 

ら
、
事
故
が
ま
す
ま
す
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

  
 

 
 

 
 

祖
父 

僕
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
だ
。
サ
ロ
ン 

  

に
は
自
分
で
運
転
し
て
行
っ
て
い
る
。
僕
も
雨
が
降
っ
た
日
に
中 

 

祖
父 

学
校
ま
で
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
う
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
い
つ 

  
 

 
 

 
 

 
 

る 

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
い
け
れ
ど
、
恥
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
い 

か
し
い
の
で
な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
運
転
が
危
険
に 

 

思
う
時
が
あ
る
。
年
齢
的
な
こ
と
も
あ
り
、
祖
父
の
友
達
の
中
に 

 

祖
父
自
身
も 

 

も
免
許
証
を
返
す
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。
運
転
免
許
証
を
返 

 

そ
う
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る
。 

 

で
は
、
な
ぜ
、
悩
む
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
免
許
証
を
返 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

だ 

 

す
と
、
外
出
の
時
に
不
便
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
バ
ス 

 

や
電
車
な
ど
の
本
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
自
動
車
が
な
い
と 

 生
活
で
き
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。 

 

僕
も
Ｂ
市
内
へ
買
い
物
に
行
く
と
き
に
困
ま
っ
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
 

 

祖
父 

だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
多 

 

 
 

 
 

祖
父 

 

い
の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
免
許
が
な
く
な
る
と
僕
も
困
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

う 

み
ん
な
困
る
と
思
い
ま
す
。 

 

だ
か
ら
、
Ｂ
市
へ
も
っ
と
楽
に
行
け
る
よ
う
に
、
バ
ス
や
電 

 
 

 

車
を
増
や
し
て
欲
し
い
で
す
。 

   

       

 

高
齢
化
が
進
む
→
根
拠
と
し
て
、
統
計
局
の
グ
ラ
フ
の
こ
と
を
書
き
加
え
る
。 



  
【
ミ
ワ
コ
さ
ん
の
意
見
文
完
成
例
】 

  

（
双
括
型
） 

 

私
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
の
活
動
内
容
の
充
実
や
移
動
手
段
の
確
保
が
大
切
だ
と
考
え
る
。 

私
の
曾
祖
母
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
活
動
が
き
っ
か
け
で
趣
味
が
増
え
、
友
達
が
で
き
た
の
で
楽
し
い
と
言
う
。
け
れ
ど
、

も
っ
と
他
の
活
動
が
で
き
れ
ば
来
る
人
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
言
う
。
さ
ら
に
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
く
て
も
、
移
動
手
段
が
な
く
て
困

っ
て
い
る
人
が
い
る
ら
し
い
。
私
は
、
曾
祖
母
の
話
を
聞
い
て
、
サ
ロ
ン
は
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と
思

っ
た
。 

Ａ
市
で
は
、
カ
フ
ェ
で
週
六
日
、
囲
碁
や
体
操
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
と
い
う
。
文
化
的
な
も
の
の
他
に
、

運
動
で
き
る
も
の
を
活
動
に
取
り
入
れ
れ
ば
、
活
動
の
幅
も
増
え
る
。
こ
れ
は
、
サ
ロ
ン
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
来
年
、
中
型
バ
ス
の
自
動
運
転
実
験
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
自
動
運
転
が
実
現
す
る
こ
と
で
、
移
動
が
難
し
い
人
が
、
サ
ロ
ン
へ
来
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
の
活
動
内
容
が
充
実
し
、
さ
ら
に
、
移
動
手
段
が
確
保
で
き
れ
ば
、
交
流
の
場
が
で
き
、
高
齢
者
が
孤
立
す
る
こ
と
が

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容
の
充
実
や
自
動
運
転
の
確
保
に
向
け
て
の
開
発
が
大
切
だ
。 

 

   

（
頭
括
型
） 

  

私
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、
サ
ロ
ン
の
活
動
内
容
の
充
実
や
移
動
手
段
の
確
保
が
大
切
だ
と
考
え
る
。
サ
ロ
ン
の

活
動
内
容
が
充
実
し
、
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
交
流
の
場
が
で
き
る
か
ら
だ
。 

私
の
曾
祖
母
は
、
地
域
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
活
動
が
き
っ
か
け
で
趣
味
が
増
え
、
友
達
が
で
き
た
の
で
楽
し
い
と
言
う
。
け
れ
ど
、

も
っ
と
他
の
活
動
が
で
き
れ
ば
来
る
人
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
言
う
。
さ
ら
に
、
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
く
て
も
、
移
動
手
段
が
な
く
て
困

っ
て
い
る
人
が
い
る
ら
し
い
。
私
は
、
曾
祖
母
の
話
を
聞
い
て
、
サ
ロ
ン
は
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
だ
と
思

っ
た
。 

Ａ
市
で
は
、
カ
フ
ェ
で
週
六
日
、
囲
碁
や
体
操
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
と
い
う
。
文
化
的
な
も
の
の
他
に
、

運
動
で
き
る
も
の
を
活
動
に
取
り
入
れ
れ
ば
、
活
動
の
幅
も
増
え
る
。
こ
れ
は
、
サ
ロ
ン
活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
来
年
、
中
型
バ
ス
の
自
動
運
転
実
験
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
自
動
運
転
が
実
現
す
る
こ
と
で
、
移
動
が
難
し
い
人
が
、
サ
ロ
ン
へ
来
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
の
活
動
内
容
の
充
実
や
自
動
運
転
に
向
け
て
の
確
保
は
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。 

      

【
ミ
ワ
オ
く
ん
の
意
見
文
完
成
例
】 

  

（
尾
括
型
） 

 

最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
統
計
局
が
公
表
し
た
年
齢
区
分
別
人
口
の
割
合
の
推
移
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
高
齢
化
は
進
ん
で
行
く
。
高
齢
の
運
転
者
が
増
え
て
い
く
中
で
、
事
故
は
ま
す
ま
す
多
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

自
分
に
は
祖
父
が
い
る
。
祖
父
は
地
域
の
サ
ロ
ン
に
行
く
と
き
に
自
分
で
運
転
す
る
。
僕
も
雨
が
降
っ
た
日
は
、
中
学
校
ま
で
送
迎
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
と
き
ど
き
、
祖
父
の
運
転
を
危
険
に
思
う
時
が
あ
る
。
年
齢
的
な
こ
と
も
あ
り
、
祖
父
の
友
達
の
中
に
も
免
許
証
を
返
す
人
が
増

え
て
い
る
そ
う
だ
。
祖
父
自
身
も
運
転
免
許
証
を
返
そ
う
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る
。 

で
は
、
な
ぜ
、
悩
む
の
か
。
そ
れ
は
、
免
許
証
を
返
す
と
、
外
出
の
時
に
不
便
だ
か
ら
だ
。
こ
の
地
域
で
は
、
バ
ス
や
電
車
な
ど
の
本
数
が
少

な
い
こ
と
も
あ
り
、
自
動
車
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。 

現
在
、
国
で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
移
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
政
府
は
、
安
全
機
能
付
き
の
車

限
定
で
運
転
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
高
齢
者
の
免
許
制
度
の
検
討
を
し
て
い
る
。 

ま
た
、
国
土
交
通
省
と
経
済
産
業
省
が
、
来
年
度
か
ら
自
動
運
転
の
実
証
実
験
を
行
う
予
定
だ
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
に
つ
な
が
る
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
安
全
運
転
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
作
り
、
免
許
証
が
な
く
て
も
、
安
心
し
て
移
動
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
早
く
整
え
る
必
要

が
あ
る
。 

   


